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抄録：多文化間カウンセラー／セラピストは、文化的背景の異なるクライアントの相談業務を担っている。アメリカ合衆国
では、「ヒスパニック」もしくは「ラティーノ」の呼称で知られている中南米出身を先祖とする民族がおよそ15%を占めて
いる。現在のアメリカ社会では、このグループはいわゆる「少数民族」であるが、2050年までに白人アメリカ人が全人口の
50%以下に減少するのに対して、ヒスパニックは30%を超すと予測されている。多くのヒスパニックは低所得や学業不振
にあえぎ、“アメリカ文化”という異文化適応にもがきながら生活をしている。多文化間カウンセラー／セラピストは、そう
した彼らの葛藤や多様性、そして価値観を理解することが重要である。本稿では、ヒスパニックの黒人男性（75歳）のライ
フストーリ ・ーインタビューを通して、カウンセリング／セラピー時の留意点を考察する。
（別冊請求先：加藤友美）
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緒言
カウンセリングの目標とするところは、基本的には健康
な人々を対象に不適応などの問題の改善もしくは解決を図
る点にある。これに対し、セラピ （ー心理療法）はカウンセ
リングの範疇に含まれるが、例えばパーソナリテｲの障害
など「治療」を要する問題を抱えている人々を対象とする
ところにある。双方の定義・解釈には諸説あるが、カウン
セリングもセラピーも同じような意味合いで使用されるこ
とがある（東京福祉大学，2008）。
カウンセリングの技法は種々あるが、共感的な立場で話
をよく聴き、相手を受容することが基本であることは言う
までもない。相談者（クライアント）とのラポールを構築し
ながら、彼らの行く手を阻んでいる障害物を取り除く援助
をするのがカウンセラー／セラピストの使命なのである。
「人間には自己治癒能力と成長する力が備わっている」と
いうのはあまりにも有名なロジャースの理論である。ロ
ジャースの提唱した立場を全面的に受け入れることができ
ないとしても、抱えている問題を改善または解決していく
のは相談者自身であり、カウンセラー／セラピストはペー
スメーカーの役割を果たす“伴走者”のようなものなのであ
る。ゴールを目指す過程において、相談者だけでなく、カ
ウンセラー／セラピスト自身も成長していくのである。
では、異なる文化的背景での生育歴をもつクライアント
とラポールを築き、時には多大な困難を乗り越えるために
援助をし、ゴールを目指していく過程をサポートするには、
カウンセラー／セラピストはどのような点に留意しなけれ
ばならないのであろうか。価値観や慣習等の見解の相違を
経験しつつ、最終的にはカウンセラー／セラピストもクラ
イアント同様、成長していくことは、今後の心理臨床活動
を行っていく上で重要である。
本稿では、事例（インタビュー）を交え、多文化間カウン
セリング／セラピーにおける留意点を考察する。
なお、インタビューを実施するにあたり、本研究の社会
的意義、体験や感情を再び想起して筆者に語っていただく
ことになること、所要時間、録音・メモの許可をいただくこ
と、インタビューの停止・終了の自由を説明し、筆者は守秘
義務を遵守することを伝えた。
1．アメリカ文化の多様性
アメリカ合衆国では1776年の独立宣言以降、「自由」と
「平等」を追及するために1960年代の公民権運動を始めと
して様々なムーブメントが起こり、人々は「『個性』をもち、
対等な権利を有する」ことを主張してきた。ルーツは異な
るが、移住してきた人々も「アメリカ人」であり、現代の社
会においては民族、人種、信条、宗教などで差別を受けるこ
となく、皆同等のサービスを受ける権利がある。「スター
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トラインに立つ自由は誰にでもあり、その先の競争は本人
次第」という「平等」は、しかしながら、時として、絶え間な
く増加し続けているという世界第3位の人口を誇る国に、
人種間の軋轢を生んでいる。
2008年7月に行われた米国国勢局調査（推定）によると、
アメリカ合衆国の人口は約3億406万人であった。これを
人種別に見ると、白人が66%、ヒスパニックが15%、アフ
リカ系アメリカ人（黒人）が14%、そしてアジア系が5%と
なっている (U.S. Bureau of the Census，2008)。アフリカ
系アメリカ人の人口比率は2050年における予測でも概ね
変化はないとみられているが、対照的にヒスパニックは2
倍の30%、そして白人は半数を下回る46%前後になるとい
われている。
2．多文化間カウンセリング／セラピー
多文化間カウンセリング／セラピーの定義
アメリカ合衆国に限らず、世界各国の多民族国家に共通
することであるが、国内の、もしくはアメリカでいえば州、
郡のある地域に特定の民族が集中して居住するという現象
がみられる。彼らの多くは同じ民族が培ってきた文化や慣
習を共有し、共感することで「安心」や「快適」を実感する
のである。そのような場所は、通常、精神的に安全だと感
じる心のよりどころとなる。
Sue（2002）は、多文化間カウンセリング／セラピーを以
下のように定義している。
「多文化間カウンセリング／セラピーとは、種々の技
法を用いて相談者の社会的な役割を果たすことを援助
し、経験と文化的価値観の調和を踏まえてのゴールを目
指すことである。また、相談者が個人的、集団的、そして
普遍的な規模での主体性を認識することを援助し、その
普遍的且つ文化の特殊性を活かした技法で相談者の治癒
を図り、自己促進能力を擁護する役割を果たす。さらに、
個人主義と集産主義のバランスの重要性を図ることを援
助する（以下、省略）」。
これをさらに詳細にみていくと、次のような示唆を含ん
でいる。
① 多文化間カウンセリング／セラピーにおいて、カウン
セラー／セラピストは様々な技法とスキルを踏まえた
上で、相談者に適した援助を行う。通常よりもより受
動的で客観的な姿勢がとられる。
② 効果的な多文化間カウンセリング／セラピーは、文法
的手段によって表される話者の叙述に対する心的態度
の、判断や認識の仕方を表す文法的用法「…だ」「…だ
ろう」「…かもしれない」（can，may，must）を活用し、相
談者の多様性－民族的、人種的、文化的、ジェンダー、
そして性別的役割の背景－と調和した文化的価値観と
の調和が図られている。
③ 多文化間カウンセリング／セラピーでは、人間の存在
とアイデンティティは個人（ユニークネス）、グループ、
そして普遍的な範疇において基礎を成しているとして
いる。したがって、これらの側面の援助がひとつでも
欠如していては総合的な援助とはいえない。
④ 第2のポイントと関連することであるが、多文化間カウ
ンセリング／セラピーでは、人種・民族的な観点からみ
た、いわゆる少数派のグループは、文化的特殊性を取り
入れた援助技術に対して良好な反応を示すとしている。
⑤ 多文化間カウンセリング／セラピーでは、個人的なア
プローチをとりながらも個人主義と集産主義による関
係性のバランスを図りながら援助をするという考え方
を広めている。相談者は「一個人」といっても現実的
には、家族、重要な友人や恋人、地域の人々、そして文
化・慣習を構成している社会の一員なのである。　
⑥ 多文化間カウンセリング／セラピーは、相談者の援助
において、二元的な役割を果たす立場をとっている。
例を挙げると、相談者を励まし、見識を高め、新しい行
動様式を獲得することに専念してもらうことは重要で
あるが、抱えている問題が偏見（肌の色）や差別といっ
たものが根底にあり、それらが学校や職場、地域社会
等で起こっているのであれば、通常のカウンセリング
／セラピーでは効果が無く、適当なアプローチではな
い。この場合には、相談者個人よりも相談者が属する
体制・組織に焦点を移行しなければならない。
実施上の注意点
多文化間カウンセリング／セラピーの実践において、カ
ウンセラー／セラピストと相談者の間には、時に通常のセッ
ションでは想定できない困難が生じる場合がある。ケース
により、様々であるが、ここでは「ランゲージ・バリア」「文化
的物理空間」、「ボデｲランゲージ」、「パラ・ランゲージ」、「コン
テキスト・コミュニケーション」に焦点を絞り述べる。
1）ヴァーバル・コミュニケーション
ランゲージ・バリア：　カウンセリング／セラピーを行
う際には、言語を介した技法を用いることが多い。そのた
め、自己の意思や感情を十分に伝達できるレベルの言語の
発達に至っていない相談者に対しては、言葉を介した技法
に依存することは困難が伴う。
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多文化間カウンセリング／セラピーを行う際に、相談者
とカウンセラーの間で共通の言語をもち、そのレベルが意
思疎通に十分な程度であればよいのであるが、そうでない
場合には十分な注意が必要である。もっとも、相談者は自
身と同じ言語を母語とし、文化的背景が同じカウンセラー
／セラピストを求めるケースが多いと思われるが、必ずし
もそのような事例だけではない。同じ母語を話し、人種・
民族が相談者と同じ出身であるからといって、全面的に満
足できるとは限らない。
例えばアフリカ系アメリカ人と中南米系の“アメリカ人”
ではコミュニケーションのツールとして“英語”が使用され
ていても、そのアクセントや意味合いが独特のものもあり、
同じ英語という言語であっても微妙な差異が生じる。いわ
ゆる“Nonstandard English”とよばれるものである。また、
所属する社会経済的なグループによってもその違いが生じ
てくる。中産から上流階級出身者はより精巧な言葉を話
し、よく練られた内容の文章を表す知識を携え、非言語的
な手がかりとなるものに対しては依存度が低い。
Romero（1985）によると、カウンセリング心理学者は英語
を第二外国語として話す相談者と交わり、相互に影響し合う
べきであるという。二ヶ国語（ここでは英語ともうひとつの
言語）を操れることのできないカウンセラー／セラピスト
が、異なる文化的背景をもつ相談者と英語でコミュニケー
ションを図っても、彼らの英語の能力は限られているため、
カウンセリング／セラピーの前進も阻まれてしまう。相談／
治療における感情経験が思うように表現できないのである。
一例を挙げると、限られた英語を話す中国人は、自身の
複雑な感情や考えを説明する際、語彙が豊富でなく、なる
べく簡単な語を使用するので、彼らの英語は子供が話して
いるように感じる傾向があるという。また、アフリカ系ア
メリカ人の文化的背景とコミュニケーションスタイルを理
解することは、カウンセリング／セラピーを行う上で重要
であり、相談者とのラポール構築には必要不可欠である。
いわゆる“マイノリティ”と呼ばれている相談者の、簡素
で独特な面をもった「貧弱」な言葉の反応から、カウンセ
ラー／セラピストは的確でない判断を導いてしまう恐れも
ある。ヨーロッパ系アメリカ人の社会では、英語を母語と
して使用している自身を高く評価しており、マイノリティ
は知識が豊富ではなく概念的な思考力に欠けており、下位
の部類に属するという短絡的な結論に至らしめている傾向
がある。そのような誤った解釈が、IQ測定等の適切でない
達成・評価心理テストの施行につながるといえよう。
2）ノンヴァーバル・コミュニケーション
文化的物理空間：　人間には他者との物理的空間におい
て「心地よい」と感じる距離がある。どの程度の物理的空
間が必要であるのかは個人的に差異があり、また、その時々
の条件や状況によっても異なる（Hall，1969）。
これは人種・民族間によっても異なるが、他者との物理
的距離が近接しすぎている場合、一般的に、人間は不快を
感じる度合いが大きい。Jenson（1985）およびNydell
（1996）の研究によると、ラテン系アメリカ人、アフリカ系
アメリカ人、アフリカ人、インドネシア人、アラブ民族、南
米人、そしてフランス人はヨーロッパ系アメリカ人が通常、
快適と感じる距離よりも近接した距離感を好むという報告
がある。このような人種・民族間における特性を理解せず
に多文化間カウンセリング／セラピーを行うと、カウンセ
ラー／セラピストの態度が相談者に誤解を与えてしまう場
合がある。近接した距離での会話を好む相談者に対して、
カウンセラー／セラピストが自身にとって物理的に心地よ
いと感じる距離をとった行動を見て、相談者は敬遠されて
いると感じるかもしれない。そのような誤解が、セッショ
ンの進行を阻む原因にもなりかねないのである。また、男
女間によっても物理的距離のとり方に相違がある。一般的
に、男性は女性よりも広い距離空間を好む傾向がある。
なお、物理的距離空間が引き起こす心理的な距離感は、
家具の配置やカウンセラー／セラピストの対面する位置に
も関係してくる。
ボデｲランゲージ：　顔の表情、姿勢・態度、行動特性、
ジェスチャー、そしてアイ・コンタクトも、多文化間カウン
セリング／セラピーを行う上で注意を払うべき点である。
相談者の感情は、言葉によるものよりも顔の表情や動作に
よって表現されることが多い。ボデｲランゲージの意図す
るところは、まさに個人のもつ文化的背景によって様々で
ある。“日本人の笑顔”の意図するところは「楽しさ」からく
るものなのか、もしくは「気まずさ」や「当惑」「弱さ」から
くるものなのか、他民族にとっては“不可解”であり、よく引
き合いに出される例であろう。
また、特にあらたまる必要のない場で、机や低いテーブ
ルに脚を上げる行為は、ヨーロッパ系アメリカ人にとって
リラックスしている状態を意味するが、ラテン系アメリカ
人やアジア人には、無作法で傲慢な態度に映る。
アフリカ系アメリカ人のコミュニケーションのとり方
は、白人系アメリカ人のそれとはかなり異なり、それが誤
解を生む要因になる場合もある。個人差はあるが、多くの
アフリカ系アメリカ人は、相手の話を聴いているという意
志表示にあたる“Uh huh”という語を必ず発するということ
はなく、話し手の目を見ること、そしてうなずきや首振り
も必要不可欠なものとはしてはいない（Hall，1976； Koch-
man，1981； Smith，1981）。
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パラ・ランゲージ：　パラ・ランゲージとはコミュニケー
ションを行う際の音声の高さ、間のとり方、沈黙、躊躇、速
度、イントネーションなどを指す。これらは特定の民族・
人種間においてのみ生ずるものではなく、老若男女、年齢、
その時々の感情により起因するものである（Lass et al.，
1978； Banks and Banks，1993； Nydell，1996）。自身が話
し手として会話を続けるのか、それとも相手（他者）に譲る
のかといった点では、それぞれの民族・人種間において複
雑かつ微妙なルールが存在する。アメリカ人は、ときとし
て会話中に沈黙や間が生じると気詰まりに感じ、更なる会
話でその隙間を埋めなければならないような観念に陥るの
で、会話が途切れると心地が悪い思いをする傾向がある。
他の文化圏の人種と比較すると、ヨーロッパ系アメリカ人
は言語表現の度合いが多い。教育機関においても、幼児期
から積極的に自己の見解を発表することを奨励しており、
それが自尊心の向上を促進すると考えられている。
対照的に、アジア人の文化では伝統的な観点から“沈黙
は美徳”であり、年配者に対する尊敬の念をも表す。感情も
なるべく他者に悟られないように、いわゆる“ポーカーフェ
イス”を作るか“不可解な笑み”を浮かべて適宜うなずきを
入れながら聞き手に徹するかが“スタンダードな”コミュニ
ケーションのとり方なのである。
声の大きさも、個人のもつ文化的な背景で異なってく
る。一般的に、アジア諸国の出身者はヨーロッパ系アメリ
カ人よりも、ソフトな口調で会話をする傾向がある。
コンテキスト・コミュニケーション：　コンテキストと
は「文章などの前後の関係、文脈」を指し、言葉や数字など
聴覚、視覚から入手する情報である。これらはコミュニ
ケーションをとる際に拠り所となるものである。
ハイ・コンテキスト（HC）のコミュニケーションはかな
りの比重を非言語（ノン・ヴァーバル）に依存しており、会
話者間にいわゆる「暗黙の了解」が成り立つ（Hall，1976）。
日本人のコミュニケーションスタイルは、ハイ・コンテキ
ストに属する。対照的に、ロ ・ーコンテキスト（LC）は言語
（ヴァーバル）に比重が置かれ、グループよりも個人主義志
向が強い（Smith，1981）。アメリカ人のコミュニケーショ
ンスタイルは、ロ ・ーコンテキストに属する。相談者がLC
もしくはHCのどちらのコミュニケーションスタイルをと
る文化的背景をもっているかを知るということはセッショ
ンを行っていく上で重要である。
3．マイノリティグループにおけるカウセリング／セラピー
ヒスパニックを対象としたカウンセリング／セラピー
スペイン語（もしくはポルトガル語を含む）を第一言語
とし、中南米に文化的背景の祖先をもつ家系出身の人々は、
“ヒスパニック（Hispanic）”“ラティーノ（Latino）”“Spanish 
American”などと呼ばれており、冒頭でも示したように、ア
メリカ合衆国では全人口の15%を占めている（2008年推
計）。2050年までには30%を超え、対して白人は46%前後
になると推計されている。ヒスパニック（以降、本稿では
スペイン／ラテン系アメリカ人を「ヒスパニック」と統一
して示す）の全人口のうち、60%はメキシコに祖先をもつ
家系の出身者であるといわれている。現在のアメリカで
は、ヒスパニックは選挙の投票率にまで影響を及ぼす大規
模なマイノリティグループとなっている。
キューバ出身のヒスパニックはマイアミビーチ（フロリ
ダ州）周辺に、また、メキシコ出身のヒスパニックはカリ
フォルニア州に多数居住しているが、大多数のヒスパニッ
クは、いわゆる大都市周辺に居住している。中でもカリ
フォルニア州、テキサス州に住んでいるメキシコ出身のヒ
スパニックは、各々の州の人口の4分の1を占める。南カ
リフォルニアに居住するヒスパニックのうち約半数は中産
階級層であるが、その一方でアメリカ合衆国全域に居住す
るヒスパニックをみると、貧困層に属する所得レベルで生
活している家庭も少なくない。
大家族を基本に、父親は絶対的な権威をもち、目下の者
は目上の者を敬い、長子は兄弟姉妹の世話をし、深い愛情
と絆で結ばれた主にカトリックを信仰する敬虔な民族であ
る。しかし、2世、3世の代になると、次第にこれらの民族
的な特性は薄れてくる傾向にあり、いわゆる文化変容が起
こって、家族構成員同士、特に、面目を保つことを重んじる
父親や母親との軋轢にまで及ぶことがある（東矢，1988）。
中学生から高校生の年頃になると、彼らは自身のアイデ
ンティティについて問いかけはじめる。家庭では母語を話
すが、学校や公共の場では英語を使う。アイデンティティ
の混乱を招くだけでなく、家族がもつ価値観とアメリカ社
会における価値観のずれが、時として家族間に葛藤をもた
らすのである。
公立の学校教育において、ヒスパニックは総じて学業成
績が芳しくなく、中途退学者となる率が高いといわれてい
る。高校を卒業する以前に3分の1は中途退学をし、これ
はアフリカ系アメリカ人の学生の2倍にあたり、白人学生
のほぼ4倍に相当する（Moore，2001）。ヒスパニックの8
年生のうちの25%の学生は留年しており、特にプエルトリ
コ系の学生に多い。
テキサス州に居住するメキシコ系ヒスパニックは、
300%の学生が学習障害の分類に入り、特殊教育を受ける
必要があるという。多くの学生は英語の能力が十分ではな
いという理由で、このようなプログラムに措置されている
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（Gersten and Woodward，1994）。
臨床活動を行う上で、カウンセラー／セラピストが注意
しなければならない点は、内面的な要因だけでなく、クライ
アントの外部の状況も把握することにある。精神的な面で
問題を抱えている多くのヒスパニックは、低所得もしくは
失業による貧困にあえぎ、衣食住も十分とはいえない状況
にある（Vazquez，1997）。カウンセリング／セラピーセッ
ションの初期に、クライアントの感情を阻害している要因
はどのようなものなのか、アセスメントをする必要がある。
もし、精神的な葛藤が根底にあるのであれば、内省的、もし
くは行動療法／カウンセリングが効果的であろう。しかし、
第一に取り除かなければならない要因がクライアントの環
境的な面にあるのであれば、カウンセラー／セラピストは
その点を改善できる援助をしていかなければならない。
家族間、学校、もしくは近隣地域など、社会的な要因から
くる精神面での問題に対処するためのスキルをクライアン
トに身につけてもらうのも、重要な心理臨床活動である。
なお、セッション中にクライアントの話す速度が遅い、
長い沈黙がしばしばあるといった点がみられた場合、即座
に「うつ傾向にある」、もしくは「認知機能に障害があるの
ではないか」と解釈してはならない。クライアントは英語
でどのように表現してよいのか分からず、いわゆる「ラン
ゲージ・バリア」と葛藤している可能性もある。
事例
スペイン系アメリカ人（男性 75歳）のインタビュー
Interviewer (I):  Good morning, Mr. X.
Client (C):  Hi.
I: I would like to talk with you for about one hour to 
learn how I could help out people to solve their 
problems.  I am going to ask you questions to get to 
know you, but will not force you to answer all of 
them.  If there are any questions you do not want to 
answer, feel free to tell me.
C: O.K.
I: Would you mind if I taped and took some notes?
C: No.
I: I will not disclose your name.  Whenever you feel 
uncomfortable with it, please let me know.
C: O.K.
I: Can I get started?
C: Sure.
I: Tell me about yourself as a child.
C: As a kid?
I: Yes.  What kind of child you were?
C: Well, I was born and raised in Madison, I was very 
active in sports; football, baseball, and ... I had to 
get up around five o’ clock in the morning to deliver 
newspapers.  Then I went to school, and at school, I 
played football, basketball, and baseball... I was 
normal lively high school kid, growing up, very ac-
tive, very involved in community activities also. 
When I reached my high school years I played 
sports there, and I went to the service; U. S. Army. 
As soon as I was discharged Army, I went to college 
and after I graduated, I went to a corporation to get 
a job but they said that they did not want to hire 
black people.  So I went to another company in New 
York.  Meanwhile, I also started working sales in a 
company, then I started running my own company.
I: O.K. Um, you will have another chance to talk 
about your job experiences later on.  At this point I 
would like to ask about your childhood.
C: My childhood?
I: Yes.  
C: In what way?  What matter?  How was my child-
hood?
I: What are particular memories as child?  Let’ s say 
when you were in elementary school...
C: Elementary school...
I: Junior high...
C: Junior high...
I: Somewhere around there.
C: Well, when I was in junior high, I was particularly 
involved with sports.  And I played ... and, most my 
activities during my youth.
I:  How about in elementary school?
C: Not so much in elementary school.  I do not have 
clear memories about my early school days.
I: O.K.
C: But more toward my high school days and into 
adult life.  
I: What do you think about the relationship between 
your parents and you, or siblings?
C: Let’ s go back to remember it.  When I came up in 
my time, there was a lot of racism.  And ... I was 
very close to both my mother and father... well, I 
was heavily toward to my mother.  But I think I was 
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accepted in the community I was raised because I 
was more like a hero in sports.
I: That is excellent.  You were a hero as a kid!
C: Therefore, a lot of things that happened were all 
real locked.  I had never got involved in any real ra-
cial tensions, we never had any.  But it was there, 
you could feel and existed, but I more or less grew 
up in an Italian section of the town.  
I: Italian.
C: Yeah, Italian.  With my background, ah... Hispanic. 
I was more accepted, and my first girlfriend was an 
Italian young lady (laugh).  I was more accepted 
because I was a hero.  I played basketball, football, 
and baseball... I played well. I was more accepted 
to the community even the places where the aver-
age blacks are not allowed.  I actually never felt the 
pressure, a racial tension... after I left the place 
where I was raised.
I: How your family members were treated in the society?
C: They did not have any hard time either as long as I 
know.  My sister was excelled in school, and so was 
my brother.  My other sister and brother were as 
well and they became principals up to few years 
ago.  They came and see me here, this area where I 
live now.  Four years ago he made an appointment 
and came down to spend time with me.
I: That is nice.  What did your father do?
C: My father was a chef.
I: Oh... 
C: He enjoyed cooking, although my mother did a lot 
of cooking, my father did also.  
But I learned to cook from her.  I still enjoy cooking.
I: How long was your father at work?  I understand 
that chefs work on shift. 
C: He worked on shift.  He went to work nine in the 
morning and sometimes I did not see him until nine 
o’ clock in the evening.  So I was more or less su-
pervised my mother.  But we did see him on his 
days off.  That is why I was close to my mother 
rather than my father, because of his working hours. 
I: How was the relationship between your father and 
your siblings, and you?
C: My father was very, very close to us, also.  Two 
brothers and two girls and myself, five were alto-
gether.  And we all were very close too.  My father 
was very caring and loving.
I: That is sweet.
C: Right.
I: How do you take care of your health now?
C: Without a doubt, I went to see my doctor two weeks 
ago, and he said that he did not see anything wrong 
with me.  I have not seen him since… 1965! (laugh). 
I will not get sick!  I have not taken any sick days!  I 
am still good in shape at the age of 75 years old!
I: That is really great!  You really take care of yourself.
C: I even have not been hospitalized in my life, ever.  I 
really dedicate in a sense that… I do not goof off… I 
do not believe I am preparing in sick.  I do not want 
someone to do what I am doing.  I commit myself to 
do what I am doing.  I am trying to do my best.  So 
far as… I do not want to say I am sick or I am lazy. 
Yeah, I am sometimes annoyed things I met, but I do 
not let them intrude my world and goals.
I: What kind of things annoys you?
C: What annoys me?
I: Yes.
C: It annoys me when I see people, judge people with-
out knowing them.
I: Uh-huh.
C: And… I have been through enough to … the way I 
look at a person, the person, but not a color.  I try to 
treat everybody same until I get to know them… and
… after I get to know them, then I make my decision 
whether I want to be involved or not.  Ah… it is al-
most like reading a book.  You never know what is 
the book like till open it up.  That is why human be-
ings are greed… everybody is the same way… I want 
to try treat people like I want to be treated, without 
looking the color, like he is black, he is yellow, he is 
white, he is green, and so forth.  We are all human 
beings.  We are all human beings and, you cut me, I 
bleed red… and you are going to bleed red.  If you 
bleed green, then I am going to wonder who you are, 
you know (laugh).  But no, I think everybody should 
judge people by getting into know them, and … then 
judge, and … a lot of … I am trying to find a word.
I: What makes you upset?  
C: (Start speaking loud) Because I see a lot of racism 
here and there, still.
I: In what way?
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C: The way treat people, I mean so to speak minori-
ties.  If you are not aware of it … ,you will not see 
it (shift his eyes away from the interviewer and see 
in the middle in the air).
I: (Nods).
C: But you have grown up, bred it, seen it, and lived 
through it, you could realize it.
I: (Nods).
C: I found… (the client asks to material to be off-the-
record).
I: …So what was your major in college?
C: Business.  Business in marketing.  B.S.
I: After you graduated from college, what did you do?
C: I went to work for a chemical company.  And when 
I was working for that company, I started develop-
ing my company.
I: When did you establish your company?
C: Uh… let’s see … in 1970… 1975, 1976…
I: Somewhere around there.
C: Somewhere around there.
I: And you…
C: (Interrupt) Between the ending of 1970’s and the 
beginning of 1980’s.  In 1980, I  really, deeply got 
involved to start taking off.
I: How old were you when you established your own 
company?
C: Oh, God!  Ha!  (laugh and try to think it back).  I 
had been out of school almost what … ten years be-
fore I decided to go ahead… because I was very 
happy with the chemical company.
I: What made you decide to run your own business?
C: I stayed with them about ten years, then the owner 
retired.  Then I started to run the business.
I:  So you were a young entrepreneur.
C: Yeah, yeah.  Seems like long time ago.  I think I 
was about 35 when I was started to be hard into it.
I: I see.  So since then you have been on your business.
C: Yeah, yeah.
I: How is your business going?
C: It has been going pretty well.  Not only over here but 
also down the South, I had two houses down there, 
two houses in here… I recently sold them to build 
another house, but a … as a child I was always told, 
especially when I was a young man… when you get 
a knowledge in your head, you can do almost any-
thing you want.  If you are not lazy and if you make 
up your mind to accomplish something, you go 
ahead, and you can do it.  But if you go to play 
games, forget it.  There is nothing impossible in my 
belief.  If you want to do it, you can do it.  If you do 
not want to do it, you do not have to know it.  And 
you do not have to commit it… ah… my father once 
told me a cat trying to across the railroad track and…
I: A cat?
C: Yeah, a cat. 
I: It was going trying to across the railroad track, and 
when it was half way across, a train cut off its tail. 
So it turned around to get its tail, the train cut off its 
head.  And my father said, “What is the moral?” . 
Being a young adult, I cold not see it.  He said, “Do 
not ever lose your head over a piece of tail” .  You 
understand that?  That has been my philosophy. 
Have an object in view but keep your eye on it, and 
make sure you do what you want to do.
I: (Nods).  So what is your goal?
C: My goal?
I: Yes.
C: My goal was always do …
I: “Was” , you said?
C: No.
I: Still “is” .
C: Yeah, still “is” .  Well, … no.  I have more or less, I 
feel like I have already reached my goal, reached 
the point to where I can go only down.  I cannot go 
up… any further where I am now.  Ah… I think I 
have accomplished … when I started out… started 
out wearing huge holes pants… I used to go to 
school with my pants sewed up and sat in class. 
But the area I came out of and the kids attended to 
the school were from pretty well-off families… And 
I was never jealous but I made up my mind that I 
will never want for anything.  I think I have reached 
that goal, I know I have reached the goal to… and 
buy anything I want to wear. If I want to buy suits, 
new shoes or anything, I can just go and buy them. 
I feel I have reached my goals.  I never thought the 
day would come that I ever owe my own house. 
Not alone the built one, never even reached my 
mind.  Sometimes I drive here and there, and I 
think, my God, I wish my mother and father could 
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see me now because both of them are deceased.
I: Sorry to hear that (nods sympathetically).
C: My brothers and sisters are deceased too.  My 
whole family was wiped out.  I am the only one 
here.  They could see me now.   Every night I pray 
and thank God that I have this time… I mean, I am 
independent.  Not to the extent that I look down on 
people, but to the extent, hey, I have… come up to 
so high in life that… I never thought that I have 
bank accounts, you know.  I got married once and it 
did not work out.  I am not bitter, but it’ s life.  I 
never go though that again… and that’s it.
I: How about your spiritual goal?
C: Spiritual goal?  I believe in God… my spiritual goal 
is… get to Heaven (laugh).  I feel I have accom-
plished what I want spiritually as well as physically. 
I am very happy.  I sometimes get depressed and 
feel lonely, though…
I: What makes you feel that way?
C: I sometimes get depressed, which is normal I think. 
But if you have some activities to keep you going, 
that you will not linger on it.  Because I have so 
many things to do and have to do…
I: Uh-huh.
C: That I … do not stay depressed too long.  I do feel 
sometimes I wish I could do this and do that, but I 
know I could do it if I want to do it.  I just do not… 
I do not know…  If you want to a person to share 
with doing something… if you do not have any, go 
and find getting involved in something else.  Ah… I 
used to kick out of a … going to sporting events and 
participating in them, and I reached the point, hey, I 
do not want do it anymore.
I: Uh-huh.
C: I enjoy watching it on TV now.  That’s about it. 
I: So when you feel lonely and depressed, how do you 
cope with the feelings?
C: I do not stick with it.  I pick up newspapers or 
books to start reading, anything to divert feeling 
loneliness.  Take a walk, go out for something. 
Find something to do.
I: (Nods).
C: Because when you start feeling sorry for yourself, 
you are doing foolish things.   And a… I am old 
and wise enough to realize that, and even if I were 
still in younger generation, I think I would be good.
I: That’s good.  How many children do you have?
C: Two.  Son and daughter.
I: How often do you see them?
C: Well, my son works for my company, and my 
daughter is a writer.  But they have their own fami-
ly, you know. I built my house in Pennsylvania, so 
not quite often.    I need peace and calm life.  They 
come and see me when they want to money (laugh).
I: How about your friendship or social networks?
C: Well, my friends are very, very large and… heavily 
involved in politics. Ah… a commissioner of little 
league baseball, bowling … I used to go bowing al-
most seven nights a week.
I: Seven nights?
C: Seven days and nights.  I had bowled every night.  I 
think that is one of the things that I broke up with 
my marriage (laugh).  I went bowling, quick came 
back to see her, and … I started bowling at seven o’
clock in the evening, stopped doing maybe 2 or 3 o’
clock in the morning. We always go bowling for 
money.  I also went to school to become a certified 
bowler, and I can teach bowling.  I participated in a 
tournament in tri-state area.  I met a lot of people 
and I know a lot of people, also being involved in 
politics.  I have met a lot of people through it and I 
have socialized with them and they keep me being 
active.  I have helped senator’ s campaign. I have 
been involved in the political world, bowling 
(laugh), little league baseball as a commissioner, a 
recreation commissioner, part of the American Red 
Cross… I have everything in my hands.  So when 
the time came, I was in a right position for being of-
fered.  Then my business helps most… “Oh, I know 
Mr. X.  He is a good guy.  O.K., I will vote the sen-
ator for you…” .  That’s’ called “chain reaction” .
I: (Nods).  So being involved in these things makes 
you active.
C: Yes, being active and keeps me young (laugh).
I: Good.  How would you like to keep you going? 
C: You mean,  to be more active? (laugh).  I do not 
know.  I do not have any coming up to my mind.  I 
live day by day, each day by day now.  As the day 
comes and God… opens up the sunshine, I say 
“Thank you” .  I thank God every night when I go to 
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sleep.  For day, I thank God for letting me see an-
other sunrise.  I know some day I go upstairs and 
go to sleep (laugh).  I am not afraid of death.
I: What makes you think that you are not afraid of 
death?
C: It’s like you go to sleep at night.  You do not have to 
pay attention what’s going on anymore. That’s why 
I look at death now.  For while I was afraid of death 
and afraid of missing something, but now I am not. 
I am prepared.  And… (10 second silence) I am 
ready (strongly).  I think the life has been good to 
me.  I have no regrets… I met some very interesting 
people in my works… I am happy…  Ah… (10 
second silent) I had better stop here… (Ask to stop 
interviewing.  Smiling peacefully with a little tears 
in his eyes, and then lean back in the chair quietly. 
Crossing his fingers on the chest).
I: Mr. X, I am very impressed with your accomplish-
ment. You are in shape, you have a lot of friends, 
and enjoy their companies.  I think that’s wonderful. 
Take care of your health and thank you for talking 
with me tonight.
考察
インタビューに応じた男性は彼の75年間の出来事を生
き生きと、そして平穏に語ってくれた。彼は、比較的繊細
な質問に対してもオープンに語り、また、それらを客観的
に捉えようとしていた。しかしながら、差別待遇に関する
彼の怒りや葛藤が、インタビューを通して表れていた。幼
少期に抱いたその怒りと葛藤が、目的を達成するというこ
とを彼に決意させたのである。
彼は自身を指して「ヒーローだった」という。それは、彼
は社会に受け入れられ、マイノリティとしての劣等感を克
服すべきであったことを示唆している。つぎはぎのズボン
をはいていた幼少の頃、何も欲しがらないと決めたと言っ
ていたが、彼は欲しいものは自身で手に入れなければなら
ないことを学んだのである。
何着ものスーツ、靴、銀行預金、家、友人、そして多くの
人脈など、幼児期に欲しかったものを現在、彼はすべて手
に入れた。彼の父親は変則勤務だったので、母親との関係
が近かった。彼は自立できるよう、母親から料理を教わっ
たという。彼はまた、父親からは人生において賢くあれ、
と教えられたという。汽車に轢かれた猫の話は印象深い。
現在では、彼の両親、兄弟姉妹はすべて亡くなってし
まっている。彼には離婚したパートナーとの間に一男一女
がいるが、二人とも結婚して家庭をもっている。彼は、彼
自身の生活を楽しんでいると言ったが、その言葉の裏には
彼の孤独感が読み取れた。おそらく、彼を利用しようとし
て近づいて来た者が何人かいるのであろう。彼は自身に近
づいてくる人に対して用心深くなったが、その一方で、彼
は人との交流を通して自身はまだ生きており、社会に属し
ているということを認識したいのだ。彼は孤独を感じる
が、傷つきたくないために、人とのこころの距離を置きた
いのである。彼の結婚生活はうまくいかなかったので、も
う結婚は望んでいないという。しかし、彼は彼の人生にお
いて何かが足りないと感じている。彼の残りの人生を共有
する人物が欲しいという両価的な感情が、彼のこころに葛
藤を生み出すのだ。彼はよいコーピング・スキルを採って
いるが、現在、真に欲しいものは、感情を吐き出すことがで
きる相手なのである。
インタビューを通して、自身としては逆転移を感じたの
ではないかと考える。適切なアイ・コンタクトで彼の話を
傾聴し、彼の立場に立った洞察をし、話に対する自身の興味
の深さをボディ・ランゲージで表わした。加えて、同情と敬
意も表現しながら話を聴いていたが、最も困難な場面を迎
えてしまった。それはインタビューの最後に起こったこと
である。自身は「将来の目標と夢」という言葉を使用するの
を避けていたのであるが、彼は敏感に質問の意図を汲み
取った。インタビュアである自身がそのような状況におい
て、どのように対処し、彼を勇気づければよいのか困惑して
しまったのである。彼に「拒否」の感情が起きた。大切な人々
を失うことの悲しさを自身も経験していたので理解してい
たのであるが、彼は自身と同じライフステージにいるので
はなく、老齢に達しているのである。彼が死に対する準備
はできていると言った時には、言葉を失ってしまった。現
在も活動的で広い人脈をもっているとしても、他のライフ
ステージにいる者より、老年期に達している彼の場合は、孤
独感がなお一層厳しいものであるにちがいない。
インタビュアは共感的な立場をとるだけでなく、高齢者
とのインタビューでは特に、拒否反応に対して注意を払わ
なければならない（Morrison，1995）。
結論
多文化主義をとる社会において心理臨床活動を行う上
で重要な点は、実践者（カウンセラー／セラピスト）が多様
性のある文化に関する意識・自覚をどの程度持ち合わせて
いるかということにある。
第一に、実践者は、自身の文化的背景とは異なったそれ
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をもつクライアントの立場を理解するよう努めることが大
事である。そのクライアントが育ってきた文化の慣習、価
値観を理解し、実践者自身がエスノセントリックにならな
いことである。クライアントは、自身の置かれた文化的背
景により培われてきた視点、感情から外界を見ていること
を、実践者は常に意識しなければならない。自身では自覚
していなかった民族・人種の多様性を意識し、同時に、自身
と異なった文化に対して敬意を払うことも重要である。
第二に、多文化間カウンセリング／セラピーに携わる者
は、地域や自治体において、異なった文化をもつグループ・
個人に対してどのような条例・サービスが設置されている
のかを把握しておく。万が一、彼らが何らかの差別を受け
たり、ヘイトクライムに巻き込まれたりした場合、心理臨
床家の立場から代弁者となる必要もでてくる。
第三に、多文化間カウンセリング／セラピーに携わる者
は、クライアントの言語／非言語反応に対して敏感でなけ
ればならない。また、クライアントに対する言語／非言語
反応の授受を的確に、そして適切に行えるようにしなけれ
ばならない。
第四に、多文化間カウンセリング／セラピーに限らず、
心理臨床活動の実践者は守秘義務を厳守しなければならな
い。合法的な手続きを経て居住しているクライアントで
あっても、関係当局に何かを報告されるのではないかとい
う不安を抱く者もいる。グループ間の人間関係が密接であ
るため、誤解を避けるためにも、カウンセリング／セラピー
の場は安全であるということを理解してもらうことが重要
である。それがまた、クライアントの自己開示にもつなが
るのである。
最後に、多文化間カウンセリング／セラピーに携わる者
は、自己の限界を認識・自覚しなければならない。クライア
ントとのセッションを通して、カウンセラー／セラピスト
自身も成長していかなければならないのである。ニュート
ラルな立場から客観的に事象を捉え、クライアントの抱え
ている問題を解決に導く援助ができるよう、適宜、スーパー
ビジョンを受け、自己研鑽に励むことも怠ってはならない。
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Abstract : Multicultural counselors/therapists deals with the clients whose cultural backgrounds are different from 
one culture to another.  The ethnic group originally from the Central/South America is called “Hispanic” or “Latino” , 
and they occupy about 15 percent of the population in the United States now.  Although these people are also called 
“minority group” in the society now, by the year of 2050, they will turn over 30 percent whereas the percentage of the 
white American will decrease less than 50 percent.  A large number of the Hispanics are struggling with low income, poor 
academic performance at school and acculturation in the United States.  It is essential to note that multicultural counselors/
therapists have to understand their conflict, diversity and sense of values.  In this report, the results of a case study on the 
basis of interview to a Hispanic male (75 years old) were shown, and discussed about the points of consideration of the 
multicultural counselors/therapists to the peoples of minority group. 
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